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12
月
議
会
は
、
「
地
域
主
権
改
革
」
一
括
法

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
国
や
県
が
定
め
て
い
た

道
路
・
公
園
・
公
営
住
宅
、
保
育
園
・
老
人
ホ
ー

ム
、
理
・
美
容
院
、
旅
館
、
公
衆
浴
場
、
食

品
検
査
な
ど
の
施
設
基
準
を
市
が
定
め
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
た
め
の
条
例
案
37
議
案
や

浜
町
公
民
館
の
建
て
替
え
、
保
育
園
の
耐
震

化
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

前
議
会
で
否
決
さ
れ
た
野
田
剛
彦
議
員
の
、

政
務
調
査
費
不
正
疑
惑
の
百
条
調
査
委
員
会

　

認
可
保
育
所
の
施
設
基
準
で

は
、
子
ど
も
一
人
当
た
り
乳
児

室
４
・
９
５
㎡
、
保
育
室
３
・
０

　

不
況
対
策
で
「
公
共
施
設
小

規
模
修
繕
事
業
」
や
「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
地
域
経
済
応
援
事
業
」

が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

登
録
す
れ
ば
必
ず
仕
事
を
受

注
で
き
る
小
規
模
修
繕
事
業
は

市
内
零
細
業
者
か
ら
歓
迎
さ
れ

て
い
ま
す
。
２
０
１
２
年
度
予

算
額
は
５
千
万
円
、
修
繕
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
公
共
施

設
が
多
数
残
さ
れ
て
お
り
、
来

年
度
の
予
算
編
成
で
は
各
課
の

要
望
額
に
見
合
っ
た
予
算
を
組

み
、
こ
の
事
業
を
継
続
す
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。

　

市
か
ら
「
確
か
に
各
課
の
要

望
を
全
部
拾
い
切
れ
な
か
っ
た

の
で
財
政
部
と
協
議
す
る
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
応

援
事
業
も
６
千
万
円
の
予
算
額

保
育
所
・
公
園
な
ど

　

新
条
例
基
準
の
達
成
が
課
題

市
内
零
細
業
者
の
経
済
対
策
を
！

㎡
の
面
積
基
準
を
定
め
ま
し
た
。

低
い
国
の
基
準
で
は
な
く
、
こ

れ
ま
で
採
用
し
て
い
た
市
の
独

自
基
準
に
し
た
こ
と

は
評
価
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
待
機
児
が

多
く
、
詰
め
込
み
保

育
を
経
過
措
置
と
し

て
容
認
し
て
い
ま

す
。
保
育
所
の
大
増

設
が
急
が
れ
ま
す
。

　

保
健
所
の
食
品
衛

生
検
査
は
国
の
基
準

を
そ
の
ま
ま
条
例
化

し
ま
し
た
。
条
例
制

定
し
た
も
の
の
、
船

橋
市
保
健
所
は
成
分

分
析
を
行
な
う
ガ
ス

ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
の

未
設
置
な
ど
、
基
準

の
大
事
な
部
分
を
未

達
成
な
の
が
問
題
で

す
。

で
工
事
総
額
10
億
円
の
経
済
効

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
経
済
活
性
化
対
策
と
し

て
の
事
業
継
続
を
求
め
た
と
こ

ろ
「
一
定
の
効
果
は
上
げ
て
い

る
の
で
来
年
度
以
降
に
つ
い
て

検
討
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

12 月 議 会

設
置
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら
陳
情
が
出
さ
れ

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
議
会
と
し

て
野
田
議
員
の
不
正
疑
惑
調
査
を
始
め
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
に
市
非
常
勤
職
員
が
個
人
情

報
漏
洩
で
逮
捕
さ
れ
、
再
発
防
止
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。

　

船
橋
市
は
今
年
６
月
に
市
長
選
を
迎
え
ま

す
が
、
藤
代
市
長
は
12
月
議
会
の
答
弁
で
不

出
馬
を
表
明
し
ま
し
た
。
市
長
が
交
代
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

都
市
公
園
の
敷
地
面
積
の
標

準
は
、
住
民
一
人
当
た
り
10
㎡

以
上
と
現
在
の
国
基
準
を
条
例

化
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
船
橋

市
の
現
状
は
一
人
当
た
り
２
・

８
５
㎡
で
、
大
き
く
立
ち
遅
れ

て
い
ま
す
が
、
解
消
策
は
未
定

の
ま
ま
で
す
。

　

10
月
24
日
、
市
非
常
勤
職
員

が
個
人
情
報
を
漏
洩
し
た
と
し

て
、
愛
知
県
警
に
逮
捕
さ
れ
ま

し
た
。

　

船
橋
市
の
職
員
は
、
正
規
職

員
が
４
４
５
３
人
（
昨
年
11
月

１
日
現
在
）
、
非
常
勤
職
員
な

ど
非
正
規
職
員
は
、
３
２
５
１

人
で
、
非
正
規
が
42
％
を
し
め

て
い
ま
す
。
非
正
規
職
員
に
は
、

退
職
金
も
な
い
た
め
、
懲
戒
処

分
を
受
け
て
も
、
経
済
的
な
損

失
も
な
く
、
非
行
抑
止
力
が
働

き
ま
せ
ん
。「
個
人
情
報
業
務
は
、

正
規
職
員
が
お
こ
な
う
こ
と
」

「
非
正
規
職
員
の
モ
ラ
ル
を
高
め

る
上
で
も
、
手
当
て
支
給
な
ど

待
遇
の
改
善
を
す
べ
き
」
と
求

め
ま
し
た
。

　

市
は
、
「
（
個
人
情
報
を
あ
つ

か
う
）
パ
ソ
コ
ン
業
務
の
規
定

を
厳
し
く
す
る
な
ど
改
善
す
る
」

「
待
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
東
京

高
裁
の
判
例
を
研
究
し
て
見
た

い
」
と
答
え
ま
し
た
。

個
人
情
報
の

取
り
扱
い
は

　

正
規
職
員
に

　

昨
年
、
市
議
会
議
員
の
野
田

剛
彦
氏
が
公
金
で
あ
る
「
政
務

調
査
費
」
を
使
っ
て
「
調
査
し
た
」

と
さ
れ
る
も
の
が
、
虚
偽
の
報

告
で
「
実
態
が
な
い
の
で
は
？
」

と
新
聞
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
道
を
受
け
て
、
野
田
議
員

は
「
資
料
が
失
わ
れ
て
、
立
証

が
出
来
な
い
の
で
『
返
済
し
た
』
」

と
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
金
が
支
出
さ
れ
、
そ
れ
が

曖
昧
な
ま
ま
「
返
却
さ
れ
た
」

と
い
う
の
を
、
議
会
が
そ
の
ま

野
田
剛
彦
議
員
の
「
政
務
調
査
費
」

使
途
疑
惑
解
明
に
よ
う
や
く
着
手

ま
に
し
て
置
く
こ
と
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

昨
年
の
９
月
議
会
で
は
、
議

長
採
決
で
百
条
調
査
委
員
会
設

置
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
市
民
か
ら
「
特
別
委
員
会

の
設
置
」
の
陳
情
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
を
受
け
た
12
月
議

会
で
「
百
条
に
基
づ
く
調
査
権

限
を
『
議
会
運
営
委
員
会
』
に

委
任
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
決

ま
り
、
よ
う
や
く
疑
惑
解
明
に

着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
主
権
改
革
で
37
条
例
を
制
定

　
国
の
悪
政
か
ら
市
民
の
く
ら
し
守
る
市
政
に

市役所からのぞむ
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市
内
浜
町
に
あ
る
県
葛
南
教

育
事
務
所
で
学
校
給
食
用
食
材

放
射
性
物
質
検
査
事
業
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
１
週
間
で
60

検
体
の
測
定
が
で
き
ま
す
が
、

現
在
の
稼
働
率
は
３
割
程
度
で

す
。

　

葛
南
教
育
事
務
所
が
管
轄
し

て
い
る
船
橋
、
習
志
野
、
八
千
代
、

市
川
、
浦
安
の
５
市
中
で
こ
の

県
事
業
を
利
用
し
て
い
な
い
の

は
船
橋
市
だ
け
で
す
。
検
体
を

持
ち
込
む
職
員
の
手
間
な
ど
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
測
定
は
無

料
で
あ
り
、
船
橋
市
で
も
大
い

に
活
用
す
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。

　

市
は
「
葛
南
教
育
事
務
所
に

設
置
さ
れ
て
い
る
検
査
機
器
が

簡
易
検
査
用
機
器
で
あ
り
、
本

　

昨
年
市
は
、
北
部
清
掃
工
場

の
建
替
・
運
営
事
業
の
落
札
者

を
決
定
し
ま
し
た
。
総
額
２
２

５
億
円
と
い
う
巨
額
の
契
約
で

す
。
し
か
し
、
事
業
者
の
選
定

経
過
や
契
約
内
容
の
多
く
が
非

公
開
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
こ

れ
で
は
契
約
が
適
正
か
ど
う
か

チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
い
」
と
指
摘
し
、

情
報
の
公
開
を
求
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
市
は
、
清
掃
工
場

市
は
委
託
で
精
密
検
査
を
実
施

し
て
い
る
の
で
県
事
業
を
利
用

す
る
考
え
は
な
い
」
と
答
え
ま

し
た
。
他
市
で
は
簡
易
検
査
と

精
密
検
査
を
併
せ
て
実
施
し
、

給
食
用
食
材
の
安
全
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
。
多
く
の
食
材
検

査
を
す
る
た
め
に
、
県
事
業
も

利
用
す
べ
き
で
す
。

無
料
の
学
校
給
食
放
射
能
検
査
を

　
　

    

な
ぜ
利
用
し
な
い
の
で
す
か

　

ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
の
生
活
保

護
申
請
で
、
市
は
ア
パ
ー
ト
に

入
居
さ
せ
ず
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ

Ｓ
Ｓ
が
運
営
す
る
「
無
料
低
額

宿
泊
所
」
に
入
所
さ
せ
て
い
ま

す
。
台
所
な
し
、
ト
イ
レ
・
風

呂
は
共
用
の
６
畳
一
間
で
家
賃

は
生
活
保
護
上
限
の
４
万
６
千

円
。
水
道
光
熱
費
、
朝
夕
の
食

費
等
合
わ
せ
て
９
万
１
千
円
が

徴
収
さ
れ
、
手
元
に
残
る
保
護

費
で
は
、
昼
食
代
や
交
通
費
に

も
事
欠
く
状
態
で
す
。

　

八
千
代
市
で
は
同
法
人
の
施

設
の
元
入
所
者
に
よ
る
高
す
ぎ

る
家
賃
返
還
と
人
権
侵
害
へ
の

慰
謝
料
を
求
め
る
裁
判
が
争
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
「
Ｓ
Ｓ
Ｓ
の
家
賃
は
高

く
な
い
」
と
言
い
ま
す
が
、
近

隣
ア
パ
ー
ト
に
比
べ
明
ら
か
に

高
い
家
賃
は
不
当
で
す
。
保
護

受
給
者
を
劣
悪
な
環
境
に
囲
い

利
益
を
上
げ
る
「
宿
泊
所
」
は
、

生
活
保
護
の
趣
旨
に
も
反
し
ま

す
。
保
護
受
給
者
の
自
立
を
保

障
す
る
た
め
に
も
「
宿
泊
所
」

の
利
用
は
や
め
る
べ
き
で
す
。

略記は次の通り　自 : 自由市政会、　公 : 公明党、　共 : 日本共産党、　凛 : 凛（りん）、　み : みんなの党、　

　　　　　　　　市 : 市民社会ネット、　民 : 民主党、　は : はまの太郎、　高：高橋宏

生
活
保
護
、
自
立
の
権
利
奪
う

  

無
料
低
額
宿
泊
所
の
利
用
は
や
め
よ

※１　今議会の健康福祉常任委員会は、陳情者を参考人として招致、陳情の趣旨の説明を受け、その後、質疑を

行いました。委員会として陳情者の意見を直接聞くのは初めてで、議会と市民の距離を縮める取り組みです。

　※２　七戸、浅野、瀬山 退席　　※３　川井、やぶうち 退席　　※４　野田、除斥（敬称略）

マ
ン
シ
ョ
ン
に
も

耐
震
工
事
助
成
を

ず
さ
ん
す
ぎ
る
飯
山
満
土
地
区
画
整
理
事
業

　
　
　
　

市
長
「
赤
字
の
負
担
は
市
民
に
お
願
い
す
る
」

　

市
の
耐
震
工
事
助
成
制
度
は
、

戸
建
て
住
宅
が
対
象
で
、
マ
ン

シ
ョ
ン
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
マ

ン
シ
ョ
ン
の
制
度
創
設
を
求
め

ま
し
た
。

　

建
築
部
長
が
、
「
合
意
形
成
の

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
県
内
３
市

に
制
度
が
あ
る
が
利
用
が
少
な

い
」
と
答
え
た
の
に
対
し
、
「
合

意
形
成
は
住
民
間
の
問
題
。
市

が
心
配
す
る
話
で
は
な
い
。
助

成
額
が
少
な
け
れ
ば
実
績
は
上

が
ら
な
い
。
制
度
を
活
用
し
た

い
と
思

え
る
適

切
な
助

成
額
を

設
定
す

る
必
要

が
あ
る
」

と
指
摘

　

飯
山
満
区
画
整
理
事
業
（
21
・

４
㌶
）
は
、
平
成
４
年
に
事
業

開
始
し
、
総
事
業
費
１
０
９
億

円
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
最
新
の
検
討
で
、
収
入

総
額
２
２
５
億
円

暗
闇
の
中
で
進
む
清
掃
工
場
建
て
替
え

や
再
資
源
化
施
設
が
技
術
的
な

原
因
で
使
い
も
の
に
な
ら
ず
、
炉

の
入
れ
替
え
や
施
設
そ
の
も
の

を
廃
止
す
る
と
い
っ
た
事
故
を

起
こ
し
、
事
業
者
に
損
害
賠
償

請
求
す
ら
し
な
い
ま
ま
莫
大
な

税
金
を
投
入
す
る
と
い
う
こ
と

を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
同

じ
こ
と
を
絶
対
に
繰
り
返
さ
せ

な
い
た
め
に
、
議
会
と
市
民
の

厳
し
い
監
視
が
必
要
で
す
。

アンケートをまとめ市長に要望書提出

　12月21日（金）、藤代孝七市長に予算要望書を提出、申

し入れを行いました。

　要望書は、10月末までにいただいた市政への要望アン

ケートの回答922通分の内容をまとめています。

　ご協力ありがとうございました。

し
ま
し
た
。

　

「
戸
建
て
に
あ
っ
て
マ
ン
シ
ョ

ン
に
な
い
の
は
マ
ン
シ
ョ
ン
居

住
者
に
対
す
る
差
別
で
は
な
い

か
と
い
う
声
も
上
が
っ
て
い
る
」

見
込
み
が
１
０
９
億
円
か
ら
、

61
億
円
に
減
り
、
逆
に
、
支
出

は
１
０
９
億
円
か
ら
１
６
２
億

円
に
増
え
、
１
０
１
億
円
と
い

う
巨
額
赤
字
が
生
ず
る
見
通
し

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
長
は
、「
赤

字
は
市
民
に
負
担
を
お
願
い
せ

ざ
る
を
得
な
い
」
と
答
え
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
は
、
「
ず
さ
ん

な
開
発
計
画
に
よ
る
赤
字
を
市

民
に
押
し
付
け
る
こ
と
は
許
せ

な
い
。
市
長
退
職
金
を
返
上
す

る
な
ど
、
市
長
自
身
の
責
任
を

明
ら
か
に
す
べ
き
」
と
質
し
ま

し
た
。
市
長
は
「
事
業
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
責
任
を
果
た
す

こ
と
」
と
、
責
任
へ
の
言
及
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
０
１
２
年
12 
月
議
会 

◆ 

主
な
陳
情
の
議
決
結
果

と
強
調
し
、
制
度
の
創
設
を
重

ね
て
求
め
ま
し
た
。
建
築
部
長

は
、
「
世
間
の
動
向
を
見
て
考
え

た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。
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※２ ※３ ※４

野田剛彦議員の政務調査費の架空請求疑惑についての百条調査委員
会設置に関する陳情

東葉高速鉄道の「通学定期」割引率引き上げに関する陳情

消費税の増税中止の意見書提出に関する陳情

国民健康保険料の減額に関する陳情　※１

Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎患者の救済の意見書提出に関する陳情　※１

建設業従事者のアスベスト被害者の早期救済・解決の意見書提出に
関する陳情　※１

生活保護基準引き下げはしないことなどの意見書提出に関する陳情　※１


